
  

 

第１３６９回 例会 ２０１９年（令和元年）７月８日 

 

前回（７月１日）例会記録  

◇プログレス 俣野 富美雄 ＳＡＡ  

 

１．７月お誕生月会員お祝い 

 

 栗原  裕 会員  （７月 ２日） 

 塩尻 明夫 会員 （７月 ４日） 

 中川 和之 会員 （７月２３日） 

 中村  一 会員 （７月２５日） 

 

 

 

２．会長の時間  塩尻 明夫 会長 

皆様こんにちは。 

先週はG20大阪サミットの影響で、大阪市内は大きな影響を受けました。 

このセントレジスも、ドイツのメルケル首相がご宿泊だったそうで、厳しい交通規制があり大変でした。 

そう思っているとあっという間に２０１９年も後半に突入、とうとう私塩尻が会長を拝命する日がやって参りました。先ほど、 

最初の理事会を終えたところです。 

 

本日のプログラム                      （本日のプログレス 俣野 富美雄 ＳＡＡ） 

○ ロ‐タリ‐ソング 「四つのテスト」 

○ 会長の時間  ◎ 幹事報告  ◎ 委員会報告  ◎ ニコニコ箱報告  ◎ 出席報告 

○ 委員会卓話  職業奉仕委員会 社会奉仕委員会 青少年奉仕委員会 

・たなばた 

・浜辺の歌 

・ひとりの手 



 

 

さて、年度初めの会長の時間として、３つの事をお話したいと思います。 

まず１つ目は、現在のクラブの状況です。 

現在わが大阪船場ロータリークラブは、危機的状況にあると言われています。会員数の減少はそのままクラブの活力に 

影響しますので、これは何とかしなければなりません。 

次に、ロータリークラブの存在意義やそこに所属する意義についてです。 

そもそも私が「自分のクラブの会長になります」と人に伝えた時「おめでとう、名誉なことだ」と言って下さるのは経営者 

「ではない方」がほとんどです。経営者や、地区で出会うロータリアンは一様に「大変ですねぇ…」と仰るのです。 

正直、幹事時代や昨年度に地区社会奉仕委員長を務めさせていただいた際も、勉強にはなったものの特に名誉やビジネス

への貢献はありませんでした。 

この状況で、胸を張って「自分がロータリアンである」と言えるか？また、家族や従業員に「ロータリーはこんなに楽しく役に 

立つ存在である」と言えるかどうか？私だけではなく、皆様も疑問をお持ちなのではないでしょうか。 

３つ目は、では実際これらをどうすればよいのか、という話です。 

これは会長幹事卓話や懇親会にて詳しくお話しますが、私はこの１年間をその解決の端緒にしたいと考えております。 

今回委員長の皆様には、少しずつ私の考える趣旨をあらかじめお伝えし、それぞれクラブや委員会の運営に反映して 

頂くようお願いをしています。 

クラブフォーラム後の会長卓話においては、これらを受けてもう少し詳しく、また具体的なお話ができればと思います。 

一年間、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

３．ニコニコ報告  山川 良知 親睦委員長 

塩尻 会員・・・・１年間よろしくお願い申し上げます。 

甚田 会員・・・・１年間宜しくお願い申し上げます。幹事です。 

俣野 会員・・・・今年度ＳＡＡの担当です。よろしくお願いします。 

平山 会員・・・・６月２７日地下鉄難波駅改札を出たら、警察官３人とシェパード１頭が警備についていました。 

          シェパードは凛として威厳があり人間より品格がありました。 

澤田 会員・・・・片岡様色々とお世話になりありがとうございました。いつも感謝しております。 

吉本 会員・・・・新入会員の吉本です。よろしくお願いいたします。 

清水、林、山川、宮原、岡野、小山、松永、岡本（真）、井澤、新川、栗原、小島、大磯、大嶋、北野、岡本（茂）、片岡、 

松谷、中村、 

各会員・・・・塩尻会長 甚田幹事スタート 宜しくお願い致します 

栗原、塩尻、中川、中村、各会員・・・・７月お誕生月 

伊藤、栗原、両会員・・・・７月創立記念日 

岡本（真） 会員・・・・７月結婚記念日 

 

４．出席報告 俣野 富美雄 ＳＡＡ 

会員総数 ３４名 出席率計算会員数 ３４名 出席会員数 ３１名 出席率 ９１％ 

第１３６７回（６月１７日） 修正出席率 ９４％ 

 

 

 

 



 

 

５．卓  話 
◎ 塩尻 明夫 会長 

 

先ほどのフォーラム、及び会長の時間のお話を受けて、お話したいと思います。 

１．RI及び地区のテーマ 

マーク・ダニエル・マローニー2019-2020年度国際ロータリー会長は、「Rotary connects worlds 

（ロータリーは世界をつなぐ）」というテーマを掲げています。また、四宮孝郎 2019-2020 年度地区

ガバナーは、「Stand by you」というテーマを掲げ、様々な対象に「寄り添う」方向性を示しています。

これらに共通するのは、地域、職業、世代、家族といった多様な存在に寄り添い、「つながり」を 

重視しつつ奉仕活動を行うという概念が込められていると理解しています。 

２．基本方針 

本年度は、これらのテーマを受け、我々のクラブテーマをシンプルに「多様性」としました。 

とても良い居心地を持った我がクラブですが、入会から１０年も見ていますと、全体的に年齢を重ねただけではなく、少し 

ずつ「価値観や活動方針の違い」が見えてきました。また残念ながら、それらの違いが退会の影響の一つとなった事実も 

否定できません。 

そこで、当年度はクラブの本質的価値を大切にしつつ、それぞれの会員の経営環境、年齢、性別や国籍、活動方針と 

いった違いを大きく受け入れる多様性を培いたいと思います。 

これらは全て退会防止や活動の基本的方針につながってきます。 

蛇足ですが、今回、幹事を甚田さんにお願いしたのも、こういった考え方が根底にあります。 

特に若い年次の皆さんは、チャーターメンバーをはじめとしたベテラン会員に様々なことを頼みづらい印象があるかも 

しれません。しかし、同じクラブのロータリアンはみな全て経営者仲間で、お互いに助け合い、教えあう仲です。 

先輩から様々なことを学ぶのは当然ですが、優れた先輩はこっそり後輩からも学ぶものです。 

自らの経営者としての姿勢に自信をもってクラブの活動を行い、学び、自分の会社においても従業員たちにロータリー 

メンバーであることを誇れるような環境にしてほしいと思います。 

３．退会防止 

増強と同時に退会防止を検討しなければなりません。退会防止のために必要なのは何でしょう。 

それは、「活動の価値」だと思います。 

例えば、若い世代であれば例会出席が少し足りなくても、海外での奉仕活動で活躍していればその活動には価値がある 

と思いますし、またベテラン世代であれば、現場での奉仕活動が難しくても若い世代へ良き意見やサポートを頂けることで 

価値のある活動になると思います。 

重要なのは、自らの価値観と異なるとしても「否定から入る」のではなく「多様性を認める」ことなのです。 

まずはこの考え方を会員全員に浸透させ、会員間のつながりを強化していきたいと思います。 

しかし、結局は「参加して楽しい」クラブを作ることが最も重要だという点については皆さん意見が一致するところでは 

ないかと思います。クラブが楽しければ、増強や退会防止に役立つだけではなく、例会にも親睦にも、様々な活動にも 

参加するモチベーションが生まれます。 

これらの基礎となる定款・細則の変更については、前松谷会長、前規定情報委員長の伊藤さんのご尽力で前年度中に 

改正がなされましたので、是非活用したいと思います。 

４．奉仕活動と親睦、会員増強 

ロータリーにおいて、奉仕活動と親睦とは何ぞや、という議論はこれまで多くなされてきました。 

それを踏まえて、今年度は奉仕活動や親睦活動の基礎として次のように明確な方針を決めたいと思います。 



 

これらの方針は、全て参加して楽しいクラブづくりを通じて、結果増強や退会防止につながるものと考えております。 

①方針…奉仕団体としての性格を明確にする 

②戦略的なテーマとして「子供のための活動」をフレームワークとし、少なくとも３年は継続する 

③現在実績のあるフィリピン周辺やバリ島での活動を統合し、新たな奉仕活動方針をスタートする 

④当年度中に新たな地区補助金の申請を実施し、活動を開始する 

⑤当年度中にグローバル補助金の対象となる活動の計画を開始し、次年度または次々年度の申請を目指す 

⑥このような活動の中でも、会員間（特に世代間）の親睦を図る工夫を随所に加える 

⑦これらの活動を会員増強ＰＲに十分活用する 

⑧ロータリー賞の受賞を目指す 

５．その他 

今年度の予算を組むにあたっては、止むを得ず赤字予算として最終決定致しました。 

私は会計士ですので、このような団体で赤字予算が原則として良くないこともよく理解しています。 

通常の会社と同じで、赤字予算だからと言って直ぐに破綻してしまうことはありませんが、中長期的には組織の力を 

弱めてしまう原因となります。特に今回は、例えばこれまでずっと減額がされなかった澤田さんの活動にまで 

メスを入れ、様々な費用削減努力を織り込んだ上での赤字予算です。 

無理をいってこの内容で決定したのは、経営者である皆さんに危機感を共有して頂きたいからです。 

それぞれのメンバーが自らにできることを認識し、皆協力することで、この状態を好転させていきたいと思います。 

ご協力を何卒お願いいたします。 

 

◎ 甚田 隆康 幹事 

１ 皆様改めましてこんばんは。 

塩尻会長の下で一年間幹事を務めさせて頂くことになりました甚田です。 

どうぞ、宜しくお願いいたします。 

２ 幹事として、大阪船場RCの一年間の活動は塩尻会長の方針に従い、ミスや間違いや 

事故なく、進めていかねばならないと思い、大いに緊張しているところで御座います。 

３ 何をするの･･･？と聞かれたら、 

① 国際ロータリー会長のテーマ「ロータリーは世界をつなぐ」という大きな理念のもとで、 

② 2660地区四宮ガバナーの言われる「地区ビジョン」 「地区年次目標」 「クラブリーダーへ」 「地区スローガン」を 

実践する、ということです。 

４ これらで表現される「考え方」「概念」「理念」とでも云うべき事柄は、印刷された文字は読めますが、具体的に 

Plan、Do、Checkをどのように進めるか、明らかでありません。組織の上から「そんなこと分かっているでしょう」という 

声が聞こえる気がしますが、今私は、幹事として他に「やらねばならない事」がある、と思っています。 

５ それは、「新しい会員が当クラブは楽しい！」と感じられるクラブにしなければならない、ということです。具体的には 

どういう事･･･、どうしたら良い･･･、のでしょうか？ 

６ 私が入会した 30年前、RC（と会員）はステータスが高いと認識されました。併し、親しい仲間内では「RCは大人の 

幼稚園やで、皆で歌うやん」という言い方がありました。 

７ そのような中で、クラブ内だけでなく、遠征ゴルフ、温泉旅行、会員別荘宿泊、グルメ 探訪、サーカス(シルクドソレイユ)、

週末（近場）宿泊懇親会、等を通じて会員同士きわめて親しくなりました。大いに親睦・懇親が行われたと思います。 

８ 今一つ、私は大変勉強したという話を申し上げます。約 10年前、2008年アメリカの大手証券会社リーマンブラザースが 

倒産し、世界経済は大恐慌に落ち入りました。この時私は当クラブの会長を拝命していました。TV、新聞、ニュースは 

サブプライムローン危機とリーマン倒産で米国･世界はどうなるか？という危機感が全体を覆っていました。 



 

 

９ この時、これからどうなるのだろう、分からない儘では済まされない。経済と株式市場と金融を学ぶチャンスだと感じ、 

当クラブ例会で勉強しようと思い、斎藤満会員に学習指導をお願いしました。確か、例会で延 2～3回講義して頂いたと 

思います。斎藤満会員は大和(？)銀行ロンドン支店の初代支店長をお務めになった当クラブ初代会長で、金融・経済に 

詳しいお方でした。 

10 ＲＣ活動は奉仕と親睦ですが、歴史を見ると、先ず会員同士の親睦があり、更に発展して奉仕が執り入れられました。 

奉仕活動への私の理解は、近江商人の三方よし「売り手よし、買い手よし、世間よし」全くと同じであると考えています。 

11 三方よしの心に至るには、親睦が不可欠ですし、親睦を深めるには、会員相互がＲＣ例 会や卓話を通じて、学習する 

ことが親しくなる王道であると思う次第です。 

12 以上の次第です。80歳の私の認識です。今の若い人は違うと思います。この一年、例会を通じて学習と親睦と奉仕に 

努めますので、特に若い方々、宜しくお願い申し上げます。 

 

 

・・・ クラブ運営フォーラム ・・・ 

    令和元年７月１日(月) 於：セントレジスホテル大阪 １１階「アスターボールルーム」 

 

〇クラブ運営部門 宮原 彰 委員長 

これから１年間皆様方にご協力を賜りながら、勤めさせていただきますのでよろしくお願いいたします。 

例会に於きましては、開催予定の各委員会、協議会のスケジュールや当クラブの現状について、可能な範囲でオープンに 

していただき、全員で情報を共有しながら、皆様方のご協力を得て運営していただければと思っております。 

 

〇会員増強委員会 清水 清一 委員長 

当クラブの会員減少はすでに危機的状況にあり、クラブ活動にも支障をきたす恐れが出ようとしています。この状況を 

前会員が認知し、共に増強活動に向かってもらう為にクラブ内での環境を作り上げます。同時に退会防止も重要な要素で 

あり、それを無くすための行動に取り組みます。 

 

〇規定情報研修委員会 松谷 廣信 委員長  

 ＲＩ規定審議会での決定事項などの伝達はもとより、自クラブの細則変更など、実体をしっかりと把握し、検討を重ねて 

いきます。また、例年通り心斎橋ロータリークラブとの合同情報集会及び炉辺会合的な形での情報や意見交換などの 

機会を積極的に設けて行こうと考えています。尚、新入会員の面接の機会が増えるよう、自らも会員増強に力を入れて 

行こうと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

 

〇親睦委員会 山川 良知 委員長 

今年度は、会員相互の親睦と融和を深める行事を企画したいと思います。 

これによってクラブへの帰属意識を高め、会員増強及び退会防止にも資するようにしたいと思います。 

また、会員家族が参加する行事では、家族にも楽しんでもらい、ロータリークラブの活動の理解と協力をしてもらえるように 

したいと思います。 

まずは、７月中に予定している吉本会員の歓迎会、８月２４日のクルーズ＆ディナーの企画に奮ってご参加ください。 

 

 



 

 

        ☆☆☆ ２０１９～２０２０年新年度会員懇親会 ☆☆☆ 

           令和元年７月１日（月） 於：セントレジスホテル大阪 １１階「アスターボールルーム」 

                                                  司会 山川 良知 親睦委員長 

◎ 開会挨拶 塩尻 明夫 会長  

 

◎ 乾 杯  井澤 武尚 会員 

 

◎ ご挨拶  吉本 力 会員 

原山 歩会員のご推薦で本日入会された吉本 力会員に一言ご挨拶をしていただ

きました。 

 

※山川親睦委員長の司会により、突然の指名しも関わらず、多くの会員の方々に    

有意義なお話をして頂きました。 

 

◎ 閉会の挨拶  宮原 彰 副会長 

 

◎ 手に手つないで♪ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆次回７月２２日（月）例会予定 

・委員会今年度方針及び活動計画 

                        <国際奉仕・ロータリー財団・米山奨学・ＳＡＡ・クラブ戦略> 

７月度理事会報告 

２０１９年７月１日（月）於：セントレジスホテル大阪 １６：００～１６：５０ 

（議 案） 

１． ６月度会計報告：承認 

      年間収支報告並びに新年度予算案について：承認 

２． 会計監査役に俣野会員を任命：承認 

３． 大丸お中元ついて：承認 

４．  事務局夏季賞与について：承認 

   ５． バリ島奉仕活動は１０/12-16(予定)に実施 

   ６． その他 

     メークアップについて：８月理事会にて検討 

     名刺配布について：承認 

 


